














































































という事をいと憂き事におぼしたりかれば、心苦こそあらめ」とあり、斎院になることは「めでたき事」であるが、一方で「罪深い」こ であった。また『源氏物語』 （澪漂の巻）では、娘の秋好斎宮と共に伊勢より帰ってきた六 御息所は、 「罪深き所ほ りに年経つるもいみじうおぼして」尼になった そして六条御息所は娘の秋好斎宮にも「斎宮におはしましし頃ほひの、御罪かろむべからむ功徳の事を必ずさせ給へ」と述べている。これらの記述から、平安時代の貴族たちは、斎宮・斎院は「罪深い」ものであり、 境遇は忌避されるものと認識 いたこ が窺える
（３）
。それでは
斎宮・斎院の何が「罪」である かと うと、 『狭衣物語』 （四
　
上）に、 「仏の御かたざまを背き給へるのみぞ、後の
世のため口惜しき事に侍り と見えるよう 、仏教に帰依すること 仏事に関係するこ ができな ことが後生の妨げに繋がることが「罪」であった。　
一方で斎宮・斎院の忌避のされ方には差がある。例えば、 『延喜式』巻第五「斎宮式」忌詞条には、仏教関係の「内




































大来皇女が天照太神宮（伊勢神宮）を奉斎 ための斎宮に選出され、泊瀬斎 に入 ことが見える。そして、翌年十月に大来皇女は伊勢 に向けて発遣している
（７）
。斎宮の起源は古く、雄略朝に創始された制度であったが、舒明朝か
ら天智朝までの約五 年間途絶していた。元来、伊勢神宮は大王家 皇祖神とは無関係であったが、天武朝において皇祖神天照大神と関連づけられるよう なっ と考えられている
（８）
。それ故か、大来皇女は「天照太神宮に遣侍さむ」とあ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































定着し、同時代には浄土思想が流入して仏教が死のイメージと密接に結びつくようになったと考えられる。ここ 、葬儀からまったく分離された「神祇」の再編がなされ、 同一次元で仏教が捉えられ、それを忌避 る規定が盛り込まれた。 た神事の場から仏教を排除するのは、 「斎」という祭の前後の特別な時間のみである。そ て仏教忌避は宮中の祭に限 れておらず、貴族の個人的信仰のレベルでも祭前後 「斎」が遵守され、僧侶・仏事が排除されたのである。　
興味深いことに、仏教隔離は天皇祭祀を中心とする領域に適用されている。祭祀以外の時間、伊勢神宮・斎宮や内裏
































































































































































































伊勢大神宮寺廃絶後も各地の神社では神宮寺が建立されており、伊勢神宮以外の では神仏の接触・融合は許容されていたのである。これらの神社 性質の違いが、斎宮と斎院の仏教に対する態度にも影響を及ぼしたと思われる。伊勢神宮が仏教を忌避しているため、それに奉仕する斎宮も との接触を厳しく禁じられたのであろう。　
ところで斎宮の仏教忌避規定は、貞観十三年（八七一）十月二十二日施行の『貞観式』で制定されたと考えられるが、






















































8）直木孝次郎「天照大神と伊勢神宮の起源」 （ 『日本古代の氏族と天皇』 、塙書房、一九六四年）
直木氏によると、伊勢神宮の祭神は、もともと伊勢地方に神威を有する地方的な神であった。この伊勢の地方神が皇室と結びつき特別の崇敬を受けるようになった第一の理由は、皇室の東方発展であり、皇室は東方進出に際しこのの力を巧みに利用した である。しかし、祭神を天照大神とし、特別の崇敬を受けるようになった時期はさして古いものではない。伊勢神宮は、天武・聖武 代になって、初めて他社と区 して意識され るのである。本来は伊勢 地方神の社 すぎなかったものが、天照大神を祭る伊勢 宮になった は、この 神の社がもともと日神を祀っていたからである。そうして、伊勢神宮の地位を決定的にした は、壬申の乱においてこの祭神の役割であったと考えられる、と述べている。
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30）三橋正「穢」 （ 『日本古代神祇制度の形成と展開』 、法藏館、二〇一〇年）
（
31）三橋正、 「臨終出家の成立とその意味」 （ 『平安時代の信仰と宗教儀礼』 、続群書類従完成会、二〇〇〇年）
（
32）佐藤真人、前掲論文、註（
2）
（
33） 『長秋記』長承二年（一一三三）九月五日条、
（前略）抑當齋院女別當。往年為
レ尼着
二法衣
一之人也。故關白娘。字御料。母但馬守良綱姫。字但馬公。而件人常
祇候。與
二齋王
一奉
レ具。神殿内出入云々。此事言語同斷也。不
レ謝
レ神者。其祟忽不
レ止歟。如
レ此人。被
レ責
レ病。
受
二菩薩戒
一。額髪を剃などするは常事也。於
二件人
一稱
レ尼。多年是人皆知事也。尤不便なりける事也者。
（
34）佐藤真人、前掲論文、註（
2）
（
35）瀧浪貞子「伊勢斎王制の創始」 （後藤祥子編『王朝文学と斎宮・斎院』 、竹林舎、二〇〇九年）
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